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昨
年
よ
れ
ツ
七
千
九
百
万
円
の
増
加

が
お
も
な
も
の
で
す
る

・
土
木
焚
滋
路
線
終
曲
寓
笠
宮

十
閤
万
円
、
常
識
師
陣
税
制
緩
改
良
開
質

五
百
七
十
六
万
問
問
、
備
附
帥
附
犠
議

後
八
百
同
九
十
七
万
問
問
、
品
開
附
州
出
問

後
十
二
主
将
、
都
市
下
水
帥
開
後

一
…
吋
開
山
八
万
附
問
、
町
営
住
宅
十
穣

総
数
後
六
百
二
十
三
万
問
問
認
ど

が
お
も
な
も
の
で
す
む

・
溺
附
削
銀
総
務
欄
智
嗣
関
係
で
一

千
五
百
十
一
万
邸
付
、
発
滋
齢
期
消

防
費
五
百
十
双
方
問
、
蹴
出
紛
飽

食
費
二
百
玄
万
円
な
ど
が
お
も

な
毛
の
で
す
。

・
娼
糊
生
繭
究
結
核
、
伝
染
棉
閥
、

そ
の
仙
加
各
務
病
気
の
予
時
間
後
間
関

官
制
限
十
万
附
問
、
拙
市
器
薬
郊
の
齢
制

布
な
ど
の
線
機
寵
掛
金
賞
二
百
十

二
万
円
、
ゴ
ミ
総
務
繁
一
一
百
九

十
八
万
問
問
、
と
の
々
か
に
は
ゴ

ミ
収
集
憲
一
念
総
入
糊
慨
が
含
ま

れ
て
い
ま
す
。
し
録
制
階
建
資
八

百
一
一
一
方
向
、
と
の
々
か
に
は
し

尿
収
集
中
車
二
会
総
入
縁
日
か
含
ま

れ
て
い
ま
す
e

訟
に
、
上
水
叫
波

紋
乱
射
な
ど
に
ニ
}
病
気
十
八
万
削
悶

計
上
し
て
あ
ち
ま
す
。

特別会計

間
保
予
算
は
四

〈会事 1限定例町議会は21お罪悪の会紛で調かれたコ

V
昭
和
相
間
関
十
年
臨
風
間
官
隊
機
燦

保
持
関
事
業
予
算

総
額
回
間
千
八
百
七
十
三
万
七

叫す
mmで
、
昨
昨
年
当
初
予
繁
と
峰
山

絞
し
て
一
千
三
百
十
万
一
一
手
間
内

の
繍
加
と
な
っ
て
い
ま
す
。

V
泌
総
附
間
十
銀
波
士
肉
屋
簡
易

水
叫
描
務
幾
多
紺
掛

終
組
期
間
関
十
六
浴
九
千
mmで、

斡
昨
年
当
初
予
算
と
総
絞
し
て
五

万
一
一
一
千
円
の
璃
加
と
な
づ
て
い

ま
す
e

wv
開
閉
山
刊
附
悶
十
年
度
天
王
会
主

-
同
開
仲
開
後
栓
会
一
総
経
費
九
夜

六
十
五
万
問
問
、
附
児
童
一
裕
投
資
一

千
七
百
二
小
九
万
問
問
、

ζ

の
な

か
に
は
品
開
銀
銭
残
惜
偶
然
、
阿
武

線
窃
持
続
出
摺
築
工
率
臨
調
な
ど
が
含

ま
れ
て
い
ま
す
@

八
首
万
円

大

輔

託

増

額

地
区
副
幽
整
岡
崎
務
櫛
綿
品
r
樹
押

総
額
七
千
三
務
部
十
六
万
一

千
慢
で
、
昨
昨
鎧
当
初
予
樹
持
と
比

数
し
て
附
悶
千
八
十
八
万
一
一
千
m仰

の
酬
明
加
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ζ

れ
は
叫
滅
的
阿
部
相
殺
の
愛
同
月
が
大
緩

応
ふ
え
た
た
あ
で
す
。

軍
師
昭
和
額
十
係
波
特
別
叫
間
接
速

持
同
事
裟
予
算

今
年
度
新
ら
し
く
糾
紙
片
り
ち
れ

た
も
の
で
、
総
朝
間
一
平
河
口
万
七

千
mmで
す
。

ノ会主手@君事 f謹 J 主主闘争絡しを眠Iγ
ー〉十Ll!を学…}十守てでま務績と
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事代で十側 室主、大、防火 、五
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〈
し
尿
)
料
金
を
改
正

定
額
制
@
従
量
制
の
一
一
本
だ
て

mw
肺
野
液
量
が
一
一
…
六
ハ
U

以
ぷ
〈
従

属
且
耐
制
)
の
二
本
だ
で
と
し
ま
し

制
竹
ム
胤
は
上
表
の
と
お
ち
で
す

が
、
附
間
人
家
族
mw
場
合
次
の
様

な
札
制
繁
け
い
よ
っ
て
料
金
を
算
向

し
ま
す
@

〈
側
関
〉
平
等
綴
料
金
一
一
般
壌
に

つ
い
て
六

O
閥
、
制
加
樹
持
制
特
A
縦一

人間関
O
m内
で
閑
人
分
二
ハ
ハ
U

待

合
計
一
一
一
一

O
釘
と
な
ち
ま
す
。
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牛十余

警護 fl
4号室立

っか
a てら

詰思男
のれ二
斜ま十

00  ひ

と意義予定
おき、

りれ改
でま廷
すし、

。3建
問
れ、

主義
もな
主主ど

次て
の審

000 

V
帯
雨
掃
に
開
閉
す
る
糸
附
聞
の

部
改
正

く
み
取
り
(
し
尿
〉
判
明
会
者

次
の
と
お
ち
改
蕊
し
ま
し
た
。

円
。
刃
丹
市
り
納
灯
相
摺
蚤
が
一
一
一
六

O

F
ツ
ト
笠
木
抽
闘
の
一
般
家
庭

(
実
数
制
制
〉
と
会
牧
な
ど
一
カ
月

敏
治
金
の
支
給
年

令
世
管
制
引
き
下
げ
る

wv
敬
老
w
h
附
閲
す
る
条
綴
の
一
部

時叫亙
齢制老
A
m
の
笈
品
締
結
令
奇
一
才

副
引
き
下
げ
八
十
七
か
と
し
、
文

総
認
を
九
月
中
と
あ
ら
に
め
ま

し
た
。

寧
日
隊
育
所
条
例
の
一
部
夜
祭

防
波
保
育
所
の
定
問
践
を
ζ
れ

ま
で
の
七
十
五
名
か
ら
}
終
日
一
十

翁

κあ
ら
た
め
ま
し
た
。

V
品
批
務
総
体
叫
資
金
曲
目
付
基
金

の
輔
蹴
榔
鵬
、
鱒
同
調
纏
及
び
処
分

vh
泌
す
る
条
例

留
守
没
掛
部
資
渓
肱
民
ム
撚
緋
州
叫
刊
に
附
開

す
る
条
加
問

い
ず
れ
も
、
低
所
得
務
応
対

す
る
貸
付
金
制
度
者
問
問
機
に
お

と
な
う
た
め
制
制
定
さ
れ
た
も
の

で
す
。
榊
出
蹴
湖
南
民
生
資
金
mu
交
付

条
件
け
は
次
の
と
お
き
で
す
。

柑
樟
滋
氷
醐
糊
口
制
行
政

綴

談

窓

後

開

く

荷
で
は
開
問
月
一
閃
か
ら

一
事
一
務
の
問
問
機
を
一
部
改
山
中
、

左
記
の
と
お
ち
み
な
さ
ん
の

行
級
制
相
談
に
応
じ
て
お
わ
ず
ま

ず
。
附
聞
に
桝
持
し
て
み
な
さ
ん

の
慾
綴
な
ど
拘
鶴
見
や
ど
要
裂

を
お
織
か
せ
く
ど
き
い
。

g
臨
時
制
抑
潟
水
醐
掛
川
閥
、
午
前

十
時
か
ら
午
後
問
問
符

み
誌
灯
、

場
所
役
場
食
機
鋒
抑
制
緩
後

常
錆

ま2部
妄2が
私道
番電2似l
F響
著書〈記

長昇
宮務
据

曹
械
的
崎
山
本
的
開
お
よ
び
拙
倒
防
箸

の
輔
鼠
鵬
蹴
に
側
聞
す
る
必
然
災

軍
務
防
関
条
例

い
ず
れ
も
、

ζ

れ
ま
?
の
消

防
図
常
備
部
が
感
情
月
一
お
か
ら

機
織
を
あ
ち
た
あ
機
時
間
翁
と
し

て
致
問
比
し
た
の
で
制
定
さ
れ
ま

し
た
。な

お
、
副
間
的
水
神
御
授
は
品
樹
役

新
保
衡
助
が
紫
綬
し
、
談
後
に

は
柿
削
常
備
部
長
掛
堀
田
州
中
部
縁
M
F
筏

A
附
き
れ
ま
し
た
。

限
度
計
一
能
帯
一
万
m間
以
内

利
子
自
年
三
分
、
韓
A
U
持制期総防鉱

山
線
円
以
内
、
楠
鰯
騨
拠
出
期
間
関
長
二
カ

月
円
以
市
川
、
欲
満
雄
浴
法
持
活
静
岡

行

政

滋

絡

組

織

を

改

装

w
v
行
政
連
絡
ん
総
融
制
w
h
燃
す
る

条
例

ζ
れ
ま
で
の
下
努
一
行
後
綴
織

は
、
附
位
…
鶴
、
名
称
な
ど
不
合
瑚
嶋

な
い
以
が
多
い
の
で
、
と
れ
を
合

捌
明
的
関
仰
い
後
務
し
ま
し
た
e

時
拭
援
に
よ
っ
て
、
行
政
連
絡

町
出
時
同
二
十
八
付
い
な
り
ま
し
た
。

み
た
ら
し
い
刊
行
政
泌
総
縫
と

名
称
は
ニ
ベ

1
世
、
一
一
山
ぺ

i
告

を
と
ら
ん
〈
ピ
さ
い
。

V
験
日
同
定
数
条
約
の
一
務
改

日止州
開
鳴
門
演
の
母
摺
国
鱒
児
童
橋
却
に

よ
る
機
鵠
到
の
機
同
月
、
三
小
給
食

鰯
閥
殺
に
よ
る
総
潮
崎
長
の
増
員
、

治
時
間
務
員
の
機
関
川
な
ど
に
よ
る

一
部
改
波
で
す
。

亨
特
別
醐
輔
の
滞
機
動
の
も
の

の
報
副
削
及
び
索
開
問
弁
蹴
尚
氏

関
す
る
条
約
の
一
薮
淡
廷

数
世
間
一
資
一
員
、
蝋
純
量
刑
姿
殺
な
ど

各
絹
綿
帯
営
資
輸
噌
の
報
開
問
壱
引
き
上

げ
ま
し
た
e

そ
の
総
か
、
約
時
間
関
員
等
公

務
災
務
総
帥
問
条
例
唖
同
年
館
設

震
及
ぴ
幽
閣
淑
に
附
闘
す
る
条
鈴
M
F

制
定
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
町
内
制

鐙
条
例
、
企
業
鵠

止
さ
れ
ま
し
た
。
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自
動
車
税
の
一
部
引
き
上
げ

自
家
用
乗
用
車
な
ど
の
税
率

自
動
率
滋
の
一
部
が
閥
月
一

お
か
ろ
次
の
よ
う
に
改
犯
さ
れ

ま
し
た
。

m
w税
務
mw
浜
急
ぷ
げ

uu
向同胸部

制
m
策
問
地
惜
帯
、
掛
制
裁
捌
出
精
筒
袖
瑚
料
航
間
市

灘
、
削
機
先
紫
紺
抑
附
加
パ
ス
の
絞
殺

は
双
ナ
パ

l
々
ン
ト
邸
主
上
げ

ら
れ
ま
す
。

m
w
帥
刺
殺
の
叩
刀
法

H
次
w
h
緩当日

す
る
方
沖
抽
出
叩
後
惑
の
描
脱
出
向
と
附
同

時
吋
に
拍
納
入
し
て
〈
だ
き
い
。

的
判
世
躍
脚
時
柑
誕
唱
認
申
串
世
締
法
第
七
条
の

調
加
申
止
に
よ
る
部
制
裁
登
録
mw
市甲誇

を
す
る
務
会
。

締
法
第
十
三
条
mu
襲
申
止
に
よ
る

移
転
登
録
の
市
議
を
す
る
場
合

(
非
課
税
関
出
体
の
所
有
す
る
自

動
車
を
盟
問
っ
た
説
明
会
ま
た
は
用

途
に
よ
ち
雰
繁
務
と
さ
れ
て
い

た
議
会
の
み
〉

睡

もaぴあ報~ (宮君主主穣郵便物認可)

習
は
、
九
月
一
応
中
高
ま
た
は

ご
丹
波
十
一
闘
に
務
官
官
殺
の
変

災
が
あ
っ
た
も
の
と
み
hu
き
れ

緩む号にま
寺署堂書なで
しfJちは
でーま緩
い aす滋

《るま発写経
ゴミ捨て場の写真ではない i方夜 襲
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一…ー叫んい一一一一一一一一一一一一~_._~I 方巷 と

犬

の

鐙

録

と

怒

川

-

t

S

F

一

犬
病
予
防
注
射
…
一

7
込
ち
事
秀
頼
一

ζ
と

し

の

第

一

書

占

〈

登

録

…

で

丹

羽

旬

ー

一

お
よ
び
狂
犬
病
予
防
注
射
を
左
…
「

i
ぃi
i
i
i
i
!一

表

の

と

お

り

行

な

い

ま

す

か

一

環

境

衛

生

殺

ら

、

犬

を

飼

育

さ

れ

て

い

る

方

…

貝

を

募

集

は
必
ず
近
〈
の
会
場
で
予
防
設
内

射
を
受
付
て
く
だ
き
い
。
品
釘
で
は
潔
描
梯
鍍
金
融
鞘
縄
県
吾
次

官
す
料
金
登
録
一
一
百
円
、
注
射
叩
の
と
お
り
務
組
粛
し
て
い
ま
す
@

夜
玄
十
円
、
ヶ
l
プ
ヨ
十
m
問
、
コ
ェ
持
幾
人
同
純
一
一
会

許
制
同
夜
八
十
川
口

M
V
浴
募
資
綴
十
八
才
以
上
師
向

を
支
払
い
ま
す
。
し
か
し
、
掛
め
ら
れ
た
と
き
。

h

弘
ぉ
、
当
日
制
聞
の
場
合
は
悶

m
-
T
Y米
蹴
闘
の
岡
野
手

金
納
付
月
数
十
日
一
カ
月
米
融
闘
の
隠
ζ
m
w
総
帥
肢
の
く
お
し
い
と
と
待
者
怒
織
し
て
、
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日
あ
ら
た
な
v
伸
吋
滋
給
与
そ
の
品
開
時
同
協
間
後

i
匙

i
f
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-
'

場
合
一
は
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給
寄
れ
ま
せ
ん
。

ζ

内
線
…
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量
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名
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務
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て
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お
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え
凶
器
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す
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ど
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疫
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、
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お
側
問
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だ
き
い
い
。
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絡
に
よ
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て
お
と
な
い
ま
す
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除
世
間
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問
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制
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柵

刺

掛
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月
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襲

ぎ

な

う

e

三

官

官

12ょ
ぺ

め

で

あ

り

一

関

一

時

時

隙

附

戸

附

B
L
M

選

者

室

月

十

ぎ

ま

で

最
近
、
中
小
企
業
の
労
働
力
カ
ヨ
語

1
2き
ま

す

滋
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磯
村
れ
れ
れ
い
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て

お

れ
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波

打

訂

引

引

利

引

叫

引

利

一

山

建

設

資

金

貸

付

加
均
一
一
間
抑
制
問
問
一
部
一
日
一
日
目
円
じ
と
…
…
時
一
一
抽
出

総
緩
ま
た
は
サ
ー
ビ
ス
殺
は
況
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
れ
て
本
制
制
度
に
し
加
入
す
る
ζ

と

犬

一

躍

一

木

金

金

土

湾

問

月

火

火

水

水

木

一

ケ

ω幾
菜
、
林
業
、
漁
業
に
従
事

け
い
刈

1
3が

納
入

J
q時間
拾

い

裂

は

お

訪

日

開

ゴ

コ

正

斗

叫

叫

引

利

引

ペ

引

制

i
一
…
し
、
震
予
定
室
主
人
以

ー

一

月

一

以

:

:

一

向

上

あ

る

ιと

権

時

一

人

?

;

話

路

湾

、

往

日

給

付

い

お

i
j
u
N
U
N
-
u刊

行

し

…

@

収

入

月

察

当

初

ー

を
つ
く
る
ζ

と
に
戸
、
協
力
〈

r

四

月

一

臼

に

役

滋

事

務

総

務

行

し

ま

す

。

夫

。

統

計

村

上

久

O
率
一
綴
液
凝
錨
出
掛
理
品
却
水
二
時
明
金
の
六
俄
以
上
あ
る
お
〈
た
と

き
い
。

V

の
改
正
を
お
と
な
い
ま
し
た
。

ζ
れ
ら
の
改
正
は
、
市
制
線
援
本
陽
一
日
一

V
後
設
緩
怠
索
令
強
制
眠
問
え
ば
六
十
匂
万
問
の
跡
前
入
給
付
盤

前
向
内
会
、
郵
務
会
老
教
会
福
山

ζ
れ
ま
で
の
建
設
謀
、
都
市
計
行
〈
岡
昭
和
総
十
図
録
頃
)
ま
で
曹
税
溺
練
中
波
筆
。
第
一
線
嶋
崎
議
姿
索
令
繁
雄
組
-
ヱ
蹴
融
市
蜘
閥
河
川
翁
は
、
月
収
百
一
一
刀
匂
千
六
明
間
二

弘
美
重
体
と
す
る
犯
は
、
ふ
裏
、
開
発
課
を
革
本
冒
し
て
策
室
震
と
し
て
お
ζ

な

わ

れ

ま

斎

警

喜

男

。

第

一

一

童

会

霊

祭

主

義

o
wウ
問
、

2
3潔
と
し
ま
す
。
v

の
符
出
口
会
や
怒
落
ご
と
に
社
会
川
一
事
業
部
門
、
社
会
謀
、
然
融
関
す
。

T
A
柑脚勲
O
欄
綿
柄
榔
嗣
随
州
艇
次
久
A
V

掛
義
匁
竹
内
掛
地
点
〈
A
V
軸賦齢制榔時

W
V備
料
品
刊
条
件

相
構
弘
弘
実
銭
国
間
体
で
あ
る
と
い
う
川
課
で
仲
間
民
都
内
を
続
時
柄
、
そ
の
な
お
、
主
畿
の
事
務
者
総
後
湘
翠
抽
簡
潔
ニ
A
V
樹
湘
一
般
澱
綴
大
久
然
踊
開
制
坤
叫

m
w
仲
間
府
知
の
隊
淵
織
が
蹄
階
的
闘
の
慾

ζ

と
を
規
約
で
笈
め
、
腐
の
社
内
他
川
総
務
課
、
章
一
一
線
、
会
室
す
る
時
管
内
〈
+
思
議

Toe-返
事
〉
薬
剛
一
問
問
。
線
二
勧
誘
樹
立
付

V
総
務
齢
制
緩
終
業
家
主
制
…
ベ
麗
概
念
分
の
一
以
上
三
一

会
一
福
祉
札
協
議
会
花
田
組
出
れ
ば
、
川
は
ζ

れ

ま

で

ど

お

ち

で

す

。

に

つ

い

て

は

総

務

な

務

務

叫

刺

繍

徽

(

十

明

十

万

メ

ー

ト

ル

以

上

浸

平

方

そ
れ
に
な
る
ζ

と
が
で
き
ま
す
仰
と
れ
は
課
栂
瓦
の
祭
訟
な
漣
犯
逮
づ
い
て
務
総
約
に
中
山
官
斌
噛
マ
社
会
糊
開
係
官
阿
部
間
闘
世
間
門
制
緩
級
制
川
柳
内
…
メ
ー
ト
ル
以
下
で
あ
る
ζ
と。

総
会
総
経
爽
崎
明
岡
山
晶
体
は
、
野
町
絡
体
制
を
関
る
と
と
に
よ
っ
て
者
総
数
し
も
す
く
な
い
人
気
で
脚
諾
滋
淡

A
V
紙
会
開
捌
綴
主
開
発
組
側
議
奈

A
V
即
時
磁
波
…
品
者
絡
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況
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。
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は
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時
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問
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日
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。

襲
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…
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日
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斡
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善
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町
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い

て
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弔
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講
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は
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率

向

上

曹

長

業

務

豊

富

警

官

火

建

築

三

十

五

伴

以

内

い
て
も
会
舗
網
令
壌
調
紛
の
う
え
明
、
川
淡
に
よ
り
、
総
幾

i
然

災

制

加

絞

士

山

査
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縄

問

品

科

会

銭

安

録
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m

く
わ
し
い
と
と

κつ
い
て
は

終
え
ず
緩
出
掛
な
つ
な
が
り
脅
も
い
叩

j
即時総
1
品中山総
l
榊齢制叫
i
離
臓
を
畿
大
mw
時
期
泉
寺
あ
げ
る
ζ
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者
箆
笈
郎
A
V
福
祉
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井
岡
町
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A
V

山
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土
木
部
住
宅
課
へ
お
問
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合

Z
と
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で
き
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ま
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よ
川
護
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劣
後
l
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と

し

て
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し
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の

で

す
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バ
ル
叩
・
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開
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機
欄
情
骨
は
ぷ
器
、
家
務
総
中
中
川
泰
利
払
い
ふ
mw
人
樹
事
端
持
品
騨
は
次
広
瀬
伎
一
郎
O
受

付

野

口

町

菊

地

貞

吉

川

、
そ
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描
間
終
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ろ
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の
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関
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綴

の

と
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で
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録
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滋
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者
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襲
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湖
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わ

る
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れ
ま
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お
与
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刺
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遇
制
刈
議
w
h
よ
っ
て
総
入
し
て
く

綱
主
令
、
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b
t
d
M
g
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@
そ
の
他
〈
わ
し
い
ζ
と
に
つ

い
て
は
燦
務
鯵
交
樹
付
税
務
潮
岬

〈
酬
時
総
検
問
中
ハ
ス
関
丸
一
一
…
〉

へ
お
問
い
命
令
く
だ
き
い
。

sm錨
開
脅
す
る
場
合
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泊四品約
μ
制
さ
れ
た
掃
討
融
制
緩
後
mw
祭

給
日
円
相
鰍
談
話
れ
て
い
る
総
数

省
持
墨
書
Z
，
怠
曇
室
事
2
・

2§
寄
る
事
曇

za袋
署
ぎ
盆
害
集
是
認
樗
考
&
Z
S書
を
督
官

'
S章
、
，

e
t£
a
N
'
e
aおお
同
音
置
・

3
司
、
句
、
，

ze妻、
h
g密
事
丞
冨
竜
也
司
、
、
を

e
t、
ミ

ζ

の
閥
均
か
ら
殺
と
み
な
さ
が
で
て
く
る
ζ
と
に
な
り
ま
す
〈
、
そ
の
際
限
や
剤
師
鵡
構
内
氏
鐙

ん
と
の
燃
の
い
ろ
い
ろ
な
率
緩
ま
た
、
府
町
内
会
や
都
議
会
の
ん
で
い
る
み
ん
な
の
た
ぬ
の
お

淡
絡
は
、
毅
ら
し
く
州
出
品
開
き
れ
絞
商
事
球
、
一
人
一
人
で
は
で
き
益
を
宵
開
め
、
副
刊
属
棋
を
よ
く
す
る

る
行
政
漆
終
瞬
間
に
よ
っ
て
お
ζ

な
い
ζ
と
、
す
な
わ
ち
み
ん
な
た
め
の
・
も
の
で
あ
ち
ま
す
。

な
わ
れ
る
ζ

と
に
な
き
ま
し
た
の
た
あ
の
仕
事
を
お
と
な
っ
て
そ
れ
は
公
共
約
な
議
後
を
機

ζ

の
新
ち
し
い
脳
間
耐
拡
に
よ
っ
い
ま
す
。
進
す
る
た
め
の
仕
事
で
す
。

て
今
ま
で
の
区
長
・
迷
総
長
総
た
と
え
ば
、
街
踊
躍
を
つ
け
た
と
の
よ
う
に
た
い
せ
つ
な
際

度
は
廃
止
さ
れ
ま
し
た
が
、
依
ち
乙
れ
を
叫
開
発
す
る
乙
と
や
、
内
会
や
競
落
会
の
活
動
を
活
発

然
と
し
て
残
っ
て
い
る
の
は
夜
道
路
や
下
水
そ
の
砲
の
環
境
を
に
推
進
す
る
た
め
、
防
と
社
会

内
会
や
怒
務
会
で
す
。
よ
く
す
る
た
め
の
活
動
、
集
合
領
批
協
議
会
で
は
、
潟
市
同
会
、

丸
は
お
悶
お
持
吟
実
践
団
体
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う

ろ

い

ろ

な

仕

事

を

す

る

か

た

わ

社

会

福

祉

や

推

潜

す

る

た

め

、
附
附
の
行
政
漆
蚊
開
〈
広
組
制
緩

の
削
指
な
ど
〉
の
校
察
を
お
ζ

抵
明
々
ど
の
緩
袖
付
期
瑞
神
間
、
組
制
私
、
線
務
会
イ
2
l
h
w
叫
科
会
綴
数
災

沿
っ
て
き
ま
し
た
。
と
ζ

ろ
が
・
ほ
ど
数
え
あ
げ
れ
ば
急
与
が
な
機
関
体
と
し
て
漁
燥
す
る
よ
う

新
む
し
い
行
政
噛
離
脱
間
同
開
縦
波
に
い
紋
ど
綾
療
が
た
く
宮
ん
あ
り
い
ま
余
防

κ際
び
か
け
て
い
ま

な
り
ま
す
と
、

ζ

の

務

総

の

晶

体

ま

令

。

寸

d

。

殺
が
な
く
な
り
ま
す
の
で
、
総
際
的
余
や
総
務
会
の
総
務
に
町
内
会
や
総
務
会
mw
必
悩
併
な

象
的
は
附
町
内
会
や
総
務
会
の
蛸
m

H

M

、
ζ

む
よ
う
に
い
ろ
い
ろ
あ
と
と
、
そ
の
減
数
者
磁
ん
犯
す

紛
が
お

ιな
わ
れ
る
よ
う
に
な
ち
ま
す
が
、
ど
れ
を
と
ち
あ
げ
る
ζ
と
が
そ
の
地
域
mw
み
な
さ

り
、
そ
の
胸
中
占
的
な
総
動
鎗
加
問
て
も
、
そ
の
校
商
事
前
W

内
務
は
鵠
甘
ん
の
泰
A
W

奇
高
め
る
も
と
と
な

で
は
、
町
内
や
部
材
階
山
内
mw
銭
み
震
の
人
の
制
利
益
を
古
関
め
れ
い
ち
、
る
ζ

と
を
じ
ゅ
う
ぶ
ん
と
理
解

や
す
い
状
態
に
い
ろ
い
ろ
と
談
税
措
慣
を
よ
く
す
る
も
の
で
は
な
の
う
え
、
社
会
舗
祉
笑
段
関
体

山
お
休
み
醐
都
内

N

e

蜘
蹴
品
崎
相
棉
時
紙
袋
と
ね
ん
き
ん
山

一
&
ん
な
い
は
本
品
り
に
か
財
源
h
y
w

mh段
主
持

niし

が
、
必
持
会
批
明
と
も
受
診
察
μ

炉蛸庁

轍附
w
w
潟
く
、
管
制
却
に
叫
却
す
る
係

綴
緩
め
醐
閥
、
沿
援
を
う
か
が
い
相
川

る
と
と
が
で
き
ま
す
。

神
抗
出
泊
者
約
玄
叫
魚
沼
十
名
の
と

ζ

ろ
受
診
者
は
問
問
夏
日
一
十
間
同
点
引

で
し
た
。
な
お
、
く
わ
し
い
総
集

に
つ
い
て
は
、
祭
弘
前
が
ま
と
ま

ち
し
だ
い
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
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2月の人口霊長銀

〈努) (女〉
34人 33人

13人 事人

111人 事5入

77人 79人

生
亡
入
山
阿
世
常
務

品
位
銭

入
出
向

出
向
柑
持
拡
料
品
転
転
転

副
科
兇
検
時
時
お
わ
忍

停
に
一
闘
の
乳
児
検
診
は
、

附
悶
悶
月
笈
日
か
ら
聞
附
月
九
日
ま
で

五
会
場
で
お
ζ

な
わ
れ
ま
し
た

418 




